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第 3 学年 体育科学習指導案

1． 単元名 「ティーボール」

2． 運動の特性

（1） 一般的特性

ティーボールは，2 つのチームが攻撃と守備を交代し合い，ボールを打ったり，捕ったりして得点

を競い合う集団ゲームである。チームが勝ったとき，負けても自分がヒットを打つなど好プレーをし

たときに楽しさを感じる運動である。

（2） 子どもから観た特性

A 楽しさの体験状況

本学級の子どもたちは，1 学期に「タグラグビー」に出会い，ボールを持って走ったり，友だち

にパスをしたりして，ボールに触れる楽しさを経験している。事前に体育学習についてアンケート

を行ったところ，多くの子どもたちが「とても好き」（44％），「好き」（41％）と答えている。理由

として，「きろくがのびたり上手になったりするから」「たくさんあせをかいて活動できるから」が

あげられている。反対に，「体を動かすとつかれるから」「作戦や動きを工夫することがあまりでき

ないから」という理由で，「あまり好きではない」（11％），「きらい」（4％）と答えた子どももいる。

子どもたちにとって，体を動かす楽しさや喜びを味わうことが楽しさの要素の一つになっている。

B 技術の習得状況

1 学期に「タグラグビー」を経験しているが，ボールを触ることが少ない子どもたちにとって慣

れるのに時間がかかっていた。ボールに慣れてくると，投げたり捕ったりすることが楽しい様子で

あった。また，地域のスポーツ大会の一つにソフトボール大会があり，地域ごとに練習し，上級生

と一緒に試合に参加している子どもたち（48％）もいる。しかし，グローブを持っている子どもた

ち（50％），ボールをバットで打ったことがある子どもたち（59％）がそれぞれいる反面，全くソ

フトボールをしたことがない子どもたちも半数いる。ボールを使って遊んだり練習したりする経験

が少ないために，ボールの扱いに慣れないままで学習が終わる子どもたちもいる。これらから，ま

ずティーボールに慣れることから始め，学習していく必要があるということが分かる。

C 学び方に関する学習経験の状況

子どもたちは，1 学期の体育科学習で「タグラグビー」，「とびばこ運動」，「浮く・泳ぐ運動」を

経験している。1 学期初めの「タグラグビー」の学習では，体育の学習の流れ（準備－めあての確

認－活動－振り返り－片付け）に慣れるようにした。「とびばこ運動」や「浮く・泳ぐ運動」では，

個人カードを毎時間書いてきた。学習前にがんばること（めあて）を考え，学習後にがんばったこ

と（ふりかえり）を書くことで，１時間の学習の振り返りや一つの単元の見通しをもてるようにし

た。

3． 学習を進めるにあたって

（1） 学習過程の工夫

本単元では，一人一人が自分のよさを発揮したり，友達のよさに気付きそれを生かしたりして，

ボール運動をする喜びを味わうことができる活動を位置づける。

単元のはじめの第 1 時では，ティーボールのルールやゲームの動きを確認し，動きに慣れる活動

を位置づける。掲示物や野球のビデオを見ての説明を聞くとともに，モデルチームによる実際の動
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きを通してティーボールについてのルールやゲームの中での動きなどをつかみ，ティーボールに慣

れさせる。

第 2 時から第 4 時のめあて 1 の活動では，総当たり戦でティーボールのゲームを行い，ルールに

基づいた動きを身に付ける活動を位置づける。「ゲームⅠ・ゲームⅡ」を設定し，体育の準教科書

を参考にしながら自分たちでルールを工夫し，ティーボールの扱い方や動き（打つ・捕る）に慣れ

させる。その際，技能ポイントカードを提示し，ティーボールのゲームに生かせるようにする。

第５時から第 7 時のめあて 2 では，対抗戦でティーボールのゲームを行い，攻め方や守り方を工

夫する活動を位置づける。「ゲームⅠ－チームタイム（話し合い・練習）－ゲームⅡ」の進め方で，

対戦したいチームに挑戦しながら攻め方や守り方を工夫し，ティーボールの動き（打つ・捕る・走

る）をゲーム中に自信もってできるようにする。その際，活動が停滞しているチームには，攻め方

や守り方の作戦カードを提示し，ティーボールのゲームに生かし楽しませるようにする。

（2） 学習ノートや学習カードの工夫

学習カードを活用して，毎時間学習のねらいに沿った個人のめあて・チームのめあてをもたせる

ようにする。個人の学習カードに，2 時間目はめあての項目をいくつか選んで記入し，3 時間目以

降の毎時間のめあてをたてやすくする。単元が進むにつれて，攻め方や守り方の工夫につながるめ

あてを自分でたてることができるように，項目を参考にしながら考えためあてを欄に書いていく。

学習後，めあてに沿った感想と観点別自己評価の欄に目を通すことで，子どもたちの思いや願いを

把握し，支援につなげていく。

（3） 友だちとの関わらせ方

単元を通して子どもたちの動きや声かけの姿を称賛し，雰囲気を高めていきたい。ゲーム中，友

だち同士の「ナイス！」や「ドンマイ！」などの声かけが盛んに出たり，自分たちのチームに合っ

た攻め方や守り方を工夫したりすることができるように支援していく。また，勝ち負けにこだわら

せず，仲間のよさ見つけ（本日の MVP；学習カード），工夫した攻め方や守り方をしているチーム

は，学習の振り返りの場面で全体に知らせ広めていき，ゲームの活性化につなげる。

（4） 技能面への支援

めあて①の「慣れの運動」では，ボールに触れ，キャッチボールやバッティングを通してティー

ボールの用具の操作（個人技能）に慣れると同時に，ティーボールに対する意欲を高めさせたい。

めあて②の「慣れの運動」では，守りをかねた打ち方の練習などのミニゲームを通して，作戦を生

かしたチームの動き（集団技能）を確認し合えると同時に，ゲーム中の攻め方や守り方の工夫につ

なげたい。また，技能ポイントカードや作戦カードを提示することで，ティーボールの用具の操作

や動き方（打つ・捕る・走る），チームの動きが具体的にイメージできるようにする。

4． 学習のねらいと道すじ

（1） 学習のねらい

チームで力を合わせて，ボール扱いや攻め方・守り方を工夫して，ティーボールのゲームを楽し

ませる。

（2） 学習の道すじ

めあて１ ティーボールの動きに慣れて，やさしいルールでゲームを楽しむ。

めあて２ 練習や攻め方・守り方を工夫しながら，ティーボールのゲームを楽しむ。
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5． 学習と指導の計画（全 7 時間）
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6． 本時 平成 20 年 11 月 18 日（火） 第 5 校時 運動場

7． 本時のねらい

○ ティーボールの動きを自信もってゲーム中に行い，攻め方や守り方を工夫することができる。

○ チームで声をかけ合ってティーボールを楽しむことができる。

8． 本時学習を進めるにあたって

本学級の子どもたちは，めあて 1 においてティーボールの扱い方やルールに慣れ，ボールを打って一

生懸命に走ったり，一つのボールをみんなで追いかけて「アウト」をすばやくかけたりしてティーボー

ルのゲームを楽しんできた。また，ゲームⅠ前の慣れの運動のキャッチボールやバッティング練習を通

して，バットなどのティーボールの用具に慣れ，基本的なボールの打ち方や捕り方も上達してきた。

そして，めあて 2 の対抗戦では，チームで攻め方や守り方を工夫し，盛り上げや励ましの声をかけ合

ってチームとしてのまとまりも強くなってきた。しかし，ゲームⅠを終えたときチームの作戦がうまく

いったのかうまくいかなかったのかを振り返り，ゲームⅡに活かしていくところまでには至っていない。

そこで，本時では，作戦がうまくいったところやいかなかったところを明確にし，自分たちが考えた

攻め方や守り方がゲームに活かせるように支援をしていく。

慣れの運動では，守りの立つ位置や動き方を確認し，チームで立てた作戦を意識した練習を行わせる。

ゲームⅠで実際に作戦を試し，好プレーをしたときに喜び合ったりうまくいかなかったときに励まし合

ったりして，声をかけ合ってゲームを盛り上げ楽しませる。その際，ボールをとったらすばやく集まっ

て「アウト」をかけることができるように声かけをし，考えた作戦が成功するように助言していく。チ

ームタイムでは，作戦がうまくいったときとうまくいかなかったときを中心にゲームⅠを振り返って話

し合わせる。相手チームのバッターの立つ位置や特徴をとらえているチームには，ゲームⅡでの守り方

を新たに考えさせ，作戦を立てる楽しさを味わわせる。ゲームⅡでは，ゲームⅠと同じチームと対戦し，

チームタイムで確認した作戦や新しく考えた作戦で攻めたり守ったりして，ゲームを楽しませる。

学習のまとめでは，作戦でうまくいった動きやナイスプレーを全体で交流し，次時の対抗戦につなげ

ていく。

9． 準備

・ ティーボール 18 個 ・ティーボールティー3 台 ・バット 6 本 ・ゼッケン 6 色 ・タイマー1 台

・得点板 3 つ ・作戦ボード ・チームノート ・学習計画，対戦表の掲示物



ボ B－7

10． 展開（6／7）

時間 学習活動と内容 支援

０

５

10

15

20

25

30

35

40

45

1．学習の準備をし，めあてを確認する。

○ チームで協力して場作りをする。

2．グループで慣れの運動をする。

○ チームで考えた作戦の練習を行う。

3．対抗戦を行う。

（1）ゲームⅠをする。（1 回表・裏）

○ 自分たちが考えた攻め方や守り方を試し

てみる。

（2）チームタイムをする。

○ ゲームⅠを振り返って，うまくいったと

ころやうまくいかなかったところを話し合

い，ゲームⅡに向けて作戦を立て直したり

練習したりする。

（3）ゲームⅡをする。（1 回表・裏）

○ チームタイムで考えた作戦や練習を生か

してゲームをする。

4．ゲームを振り返り，チームノートに記入する。

○ チームでゲームを振り返り，次の作戦を

立てる。

5．学習を振り返り，後片付けをする。

○ うまくいった作戦やナイスプレーなどを

発表し合う。

※ 準備するところを分担し，安全に気をつけ

てコート作りをさせる。

※ チームカードを見てチームで考えた攻め方

や守り方を確認し，作戦を意識した練習をさ

せる。

※ それぞれのチームが考えた作戦を試してい

き，作戦が成功するように助言していく。ま

た，子どもたちの動きや声かけの姿を称賛し

盛り上げていく。

※ 作戦ボードを使って，自分の動きやチーム

の動きを確かめさせ，ゲームⅡにむけての作

戦や練習の仕方を助言していく。

※ チームタイムで確認した動きを意識して攻

めたり守ったりしている姿を称賛していく。

※ 動きがよくなったチームや作戦が生かすこ

とができたチームを称賛したり，うまくいか

なかったチームに励ましたり助言したりして

いく。

※ 作戦でうまくいった動きなどを全体に広

げ，次時の意欲につなげていく。

めあて 2 攻め方・守り方を工夫しながら，ティーボールのゲームを楽しもう。

①コート ②コート ③コート

A―B E―F C―D
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○ ティーボール教材分析

1．ティーボールとは（教材のよさ）

（1）2 つのチームが攻撃と守備を交代し合い，ボールを打ったり，捕ったりして得点を競い合う集団ゲ

ーム。

（2）負けてもヒットなどヒットを打ったり相手をアウトにしたときなど楽しさを感じる。

（3）ソフトボールよりも打ちやすく，アウトにしやすいため技術の個人差が解消される。

〈ルールの工夫〉

・バッティングティーの上に置いたボールをバットで打つ。

（投げられたボールを打つことよりも技術に個人差が小さい）

・打たれたボールを捕って守備の全員が集まったら「アウト」というルールにする

（ボールを塁に投げて「アウト」にするよりもアウトになりやすく点差も開かない）

〈作戦の工夫〉

・ 攻め方では，ねらう場所を決めてボールを打つ。

・ 守り方では，ボールが飛んできやすい位置を考えて守る。

2．準備

① コート…3 コート（塁間５ｍ）

② ゴムボール…2 人に 1 個

③ バット…ティボールバット１コートに 2 本（○赤 68.5cm，○黄 75cm）

④ バッティングティー…1 コートに 1 台

⑤ コーン…コートに 3 つ

⑥ 得点板…コートに 1 つ

⑦ ゲーム用ゼッケン 6 色（赤，青，緑，橙，白，水色）

3．ルール

（1）はじめのルール

・ 1 チーム 5 人で行う。（５人×６チーム）

・ 3 コート（３塁）

・ チームみんなが打ったら攻めと守りを交代する。

・ ゲームの時間 1 回表裏 （1 ゲームの時間の進み方によっては，2 回戦表裏に変更あり）

・ 空振りや，ファール，ティに当たったボールは，打ち直し（１人３回まで）

（ゴロのときのアウトと得点）

・ とんだボールをみんなでおいかけ，守りの 1 人がボールをとって他の 4 人が手をつないで座る

ときに「アウト」と声をかける。

・ かけ声をかけるまでに 1 塁から本塁までの足をついた塁が得点になる。（１塁に進んだら「１点」，

２塁は「２点」，３塁は「３点」，本塁までいったら「4 点」）

（フライのときのアウトと得点）

・ フライを直接手でとったら「アウト」，落としたら守りみんながボールにタッチするまで「アウ

ト」にならない。

〔場の設定〕

①コート

5m

②コート

５m

③コート
く す

のき

本るい（ティボールバッティング）

１～３るい（コーン）

待つライン
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（2）発展的なルール

・ ピッチャーが投げたボールを打つ

・ 本塁に行ったら 1 点

4．やくそく（マナーと反則）

（1） マナー

① ゲームの始めと終わりは，整列してあいさつをする。

② 仲間が失敗しても，けなしたり文句を言ったりしない。

（2） 反則

① バットを投げ出して走ったら，アウトになる。（打った後，バットはフープの中に置いて 1 塁に

走る）

5．技能について

（1） 個人技能（技能ポイントカードは常時掲示）

① 打ち方

・バットの持ち方 ・バットの振り方 ・ボールの当て方

② 捕り方

・ 体の動き方（ボールの後ろに体をもっていく） ・手の平

（2） 集団技能（作戦カードは必要に応じてチームに提示）

① 攻め方（相手チームの守り方を見て打ち方を工夫）

・ 相手の守りが本塁に近いときは，遠くへねらって打つ。

・ 相手の守りが本塁から遠いときは軽く打ってボールを転がす。

② 守り方（早く「アウト」をかけるための守り方を工夫）

・ みんながちらばって守る。

・ ボールをとったら，とった人もみんながいるところへ走る。

6．慣れの運動

（1） めあて①…ティボールの用具に慣れ，学習意欲を高めるもの

・ キャッチボール（ねらい；ボールになれる。ボールに反応する。）

・ バッティング（ねらい；バットになれる。打つ感覚を得る。）

（2） めあて②…チームで立てた作戦を意識したもの

・ トスバッティング（ねらい；工夫した守り方を試す）

・ ミニゲーム（ねらい；工夫した攻め方や守り方を試す）

7．子どもたちの声かけ（ゲームが盛り上がるための声かけ）

・ 盛り上げる声 ・攻めのとき

・ 励ましの声 ・守りのとき
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○ 個人の学習カード
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○ チームカード
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○ 本時までの授業記録
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○ 本時までのチームのめあて・作戦記録
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○ 本時以降の授業記録とチームのめあて・作戦記録


